テス ト ・ ェ ン ジ ニア の 


悩み 相談 室 


ーー テス ト 計 画 と テス ト 管 理 に 関す る 10 の 疑問 


ここ で は , プリ ンタ , コピ ー, ファ クシ ミリ の 複合 機 の 開発 プ 
ロジ ェクト を イメ ー ジ し な が ら , テス ト 計 画 や テス ト 管 理 の 課 
題 に つい て , Q&A 形 式 で 解説 する . 主人 公 は , 今回 初め て テ 
スト ・ チ ー ム が 結成 され た OA 機器 メー カ の 新米 テス ト ・ チ ー 
ム ・ リ ー ダ で ある . 彼 は , これ まで ウォ ー タ ・ フ ォ ー ル 型 プ ロ 
セス に 基づく ソフ トウ ェ ア 開 発し か 経験 し た こと が な く , 今回 
初め て 反復 型 の 統一 プロ セス を 経験 する こと に な っ た の だ 
が …. (編集 部 ) 


ハー ド ウェ ア で は , モノ を 製作 する 途中 段階 か ら 完成 ま 
で を 通じ て , 製品 の 品質 に 問題 が な いか どう か を 目視 や 動 
作 輸 箇 に よっ 析 査 する さと は あたり まえ で し ょ う . 組み 
込み シス テム の ソフ トウ ェ ア を 開発 する 場合 も , 品質 を 確 
認 す る 手続 き を 踏む こと は あたり まえ な の で す が , ハー ド 
ウェ ア を 検査 する よう に , 組織 的 か つ 体 系 的 に テス ト に 取 
り 組ん で いる 組み 込み シス テム 開発 の 現場 は 少な いよ うに 
見 受け られ ま す . 

組み 込み 機器 を ハー ド ウェア 機構 系 + 回 路 ) 主体 で 製作 
し て いた 組織 で , 時 代 と と も に 機器 の 制御 部 を ハー ドウ ェ 
ア か ら ソ フト ウェ ア へ 置き 換え て いっ た と ころ で は , どう 
や ら ソ フト ウェア の 特性 を 理解 し た うえ で テス ト に 取り 組 
め て いな い ケ ー ス が 多い と 筆者 は 感じ て いま す . 組み 込み 
機器 を ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア で 構成 され る | 組み 込 
み シ ステ ム 」 と と ら え る な ら , 製品 を 検証 する 際 に , ノ 
ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア に 対し て , “ 個別 "お よび 組み 合 
わせ "の 両方 の 観点 か ら 対処 する こと が 必要 と な り ま す . 

本 稿 で は , 以下 の よう な エン ジニ ア を 対象 に 解説 し ます . 
e ハー ド ウェ ア の 検証 は 得意 だ が , ソフ トウ ェ ア に つい て 

は どの よう に テス ト に 取り 組む の か 暗中 模索 し て いる 方 
e これ か ら ソ フト ウェア を 含め た 品質 保証 に 取り 組む 方 
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大 西 建 児 


また , 組み 込み シス テム に お いて ソフ ト ウェア の テス ト 
を プロ セス と し て と ら え , マネ ー ジ メン ト ( 管理 ) し て いく 
手法 に つい て 説明 し ます . と くに テス ト 計画 と テス ト 管理 
の プロ セス を 中 心 に , 仮想 事例 を 使っ て 紹介 し て いき ま 


株 式 会 社 ComponentQuality (CO 社 ) 

設立 20 年 : 本 社 東京 都 豊島 区 巣鴨 基 所 

従業 員数 : 国内 15000 人 , 海外 10000 人 規模 

概要 : 国際 的 に も 認知 され だ し た . 最近 で は 中 国 に も 進出 し , 
オフ ショ ア 開 発 シス テム 開発 の 海外 企業 へ の 委託 ) に も 取り 組 
お む お. 設立 時 は ラベ ル ・ プ リン ト 機 の 開発 か ら 始ま っ た が , ワー 
プロ か ら プ リン タ や スキ ャ ナ の 開発 へ 発展 し , 現在 の 主力 製品 
は 複合 機 MFP: multi function peripherals) と な っ て いる . 


人 @ 組織 体制 
大 きく は , 全社 スタ ッ フ 部 門 , 一 般 消費 者 向け 部 門 , 企業 向け 
部 門 , デバ イス 特 化 部 門 の 四 つ 
1) スタ ッ フ 部 門 
e 企画 沼 
e 購買 部 
e R&D 統括 本 部 
- 基盤 テク ノロ ジ 開 発 ラ ボ 
- プロ ダク ト ・ マ ネー ジメント 推進 室 
回 品質 保証 統括 室 
の ) 戸 22 め gi 二 マ 9 エ ジ タ ー デ イジ ダグ ジジ ド マ 紀 グ パ 皇 ( で 慎 @⑤) 
e* ラ ベル ・ プ リン タ 
e 家庭 向け プリ ンタ 
e 家庭 向け スキ ャ ナ 
e 家庭 向け 電話 機 
3) オフ ィ ス ・ ネ ットワーク ・ カ ン バ パ ミ ( ONC) 
e オ フィ ス 向 け デ ィ ジ タル 複合 機 
e オ フィ ス 向 け IP 電話 機 
e 電子 出版 シス テム 


図 1 仮想 事例 の プロ ッ ト ( 背景 ) 
今回 の 仮想 事例 は 筆者 に よる 完全 な フィ クシ ョ ン で ある . 


す 注 1 
今回 の 仮想 事例 の プロ ッ ト ( 背景 ) を 図 1 に 示し ます . 


症 | 近 事 例 : テス ト 計 画 編 


季節 は 2005 年 春 . 開発 コー ド 「 か も ね ぎ 」 プ ロジ ェクト 
が 立ち 上 が っ て か ら 約 1 年 が 経過 し まし た . 2004 年 の 春 に 
プロ ジェ クト が キッ クオ フ し て か ら , 企画 部 に よる 企画 検 
討 , 製品 戦略 の 策定 な ど に 始ま り , R&D 統括 本 部 を 中 心 
に 製品 マネ ー ジ メン ト の 基本 方 針 お よび 製品 開発 全体 スケ 
ジュ ー ル いわ ゆる ロー ド マッ プ ) の 確定 と , 計画 作業 は 
着 々 と 進ん で きま し た . 

製品 開発 全体 スケ ジュ ー ル の 策定 段階 か ら は , プロ ダク 
ト ・ マ ネー ジメント 推進 室 が 主管 と むり,「 か も ね ぎ プ ロ 
ジェ クト 」 チ ー ム が 各 事 業 部 を また が る 組織 体 と し て 結成 


4) デバ イス ・ デ ベロ ッ プ メン ト ・ カ ン パ コ DDC) 
e 産業 用 プリ ンタ 機器 
< 周辺 デバ イス 機器 


人 @ 対象 : デイ ジタル 複合 機 の 新 製品 開発 プロ ジェ クト 
開発 コー ド 「 か も ね ぎ 」 
プロ ジェ クト の 全体 ゴー ル 
e 最新 の トレ ンド を 反映 し , か つ 独 自 の 特徴 を 持つ , 革新 的 な 
ディ ジタル 複合 機 を 開発 する 
キャ ッ チ ・ コ ピー : 「 も っ と スゴ く て イチ バン きれ い 」 
e 灯 力 的 な 新 機能 を 早く 市 場 へ リリース 
- セキ ュ リ ティ 機能 強化 
- ネッ トワ ー ク 連携 機能 
e 同一 価格 帯 の 複合 機 で , 読み 取り 画像 , プリ ント アウ ト 品質 
と も に ユー ザ 層 に よる 官能 評価 で いち ば ん を 目指す 
IN の Aa 交信 還 ZINI ウ ACG2(e 二 還 (9(62IO)NU6XGBnS1MIG 
し た プラ ッ ト ホー ム の 構築 に 取り 組む 
スケ ジュ ー ル 
0) プロ ジェ クト ・ キ ッ ク オ フ : 2004 年 4 月 
1) 企画 部 に よる プロ ダク ト 全体 構想 策定 : 2004 年 4 月 て 8 月 
2) 企画 部 と 基盤 テク ノロ ジ ・ ラ ボ に よる 製品 戦略 検討 お よび 策 
定 : 2004 年 9 月 ~ 12 月 
3) プロ ダク ト ・ マ ネー ジメント 推進 室 主導 で , CEC/ONC 開 発 
部 門 マ ネー ジャ ・ ク ラス を 含め て 全体 プロ ジェ クト 計画 検討 
お よび 策定 : 2004 年 11 月 ~ 2005 年 3 月 
4) 製品 開発 : 2005 年 4 月 て 2006 年 7 月 
※ 製 品 の 市 場 投入 時 期 : 2006 年 7 月 


され まし た . この よう な 事業 部 門 を また が っ た 大 規模 開発 
プロ ジェ クト は , CQ 社 と し て は 初 の 試み で し た が , 経営 
トッ プ か ら の ハー ド ウェア / ソ フト ウェ ア と も に , CEC/ 
ONC で 共通 化し た プラ ッ ト ホー ム の 構築 に 取り 組む 」 と い 
う 方 針 に 基づき , プロ ジェ クト は 動き 出し た の で す . 
2004 年 の 秋 ご ろか ら は , 実際 に 製品 を 開発 する CEC と 
ONC の プロ ジェ クト ・ マ ネー ジメント 担当 も 加わ り , ファ 
ー ス ト ・ リ リー ス に 向け て の 具体 的 な プロ ジェ クト 計画 の 
策定 が 始ま り ま し た . プロ ジェ クト 計画 の 策定 で は , ソフ 
トウ ェ ア 開 発 に 適用 する 開発 プロ セス ・ モ デル の 検討 が 行 
われ まし た. 従来 の 開発 で は , CEC も ONC も 開発 プロ セ 
ス ・ モ デル は ウォ ー タ ・ フ ォ ー ル 型 で ,. こつ こつ と , し か 
し , か な り ば た ば た と し た 開発 を 行っ て いま し た . 世の中 
に は ウォ ー タ ・ フ ォ ー ル 型 より 進化 し た 開発 プロ セス ・ モ 
デル が ある こと を 関係 者 は 知っ て いま し た が , これ まで ほ 


秋田 浩 大 (あき た ・ こ うだ い ) く 主 人 公 > 
[ ONC 所 属 テス ト ・ チ ー ム ・ リ ー ダ ] 
明朗 快活 。 ノ ミュ ニケ ーション は 得意 


山中 和俊 (や まな か ・ か ず と し ) 
[ プロ ダク ト ・ マ ネー ジメント 推進 室 所 属 特 


CT 所 王 ム vo マー ジ 2 

陸 当 つい 最近 まで は 秋田 と 同じ ONC に て , 数 々 の 
伝説 的 な 製品 を 世に は な っ た 般 腕 マネ ー ジ ャ 

プロ ジェ クト / 製 品 マ ネー ジメント に 造 け い が 

深く , 経験 も 豊富 な た め , プロ ダク ト ・ マ ネ 

ー ジ メン ト 推進 室 設立 メン バ と し て 参画 し , 現在 に 至る 


大 山 晋 平 ( お お や ま ・ し ん ぺい) 
[ 品質 保証 統括 室 室長 
元 す ご 腕 だ っ た と いう ウワサ だ が , 現在 は 現 
場 に 来 て いろ いろ と 品質 に 関す る アド バイ ス を 
し て いる . CQ 社 の QMS 品質 管理 シス テム ) 
構築 を 取り まとめ る 立場 に ある . ソフ トウ ェ 
ア 工 学 に も , 品質 分 野 に も 造 け い が 深 い の だ 
が , た ま に わ か ら な いこ と ( 本 人 いわ く , 高尚 らし い ) を 言う ため, だれ 
も 議論 に つい て いけ な く な る こと が ある らし い . な ぜ か 憎め な い キ ャ ラ 
20 で 0 で ン クン ンジ ン 2 の シ ド 2 き 


( 


生 1: 本 稿 を 作成 する に 当たっ て は , アイ デア 出し の 段階 か ら 内 容 の レビ ュー に 渡り , ソフ トウ ェ ア テ スト シン ポジ ウム 実行 委員 会 か な ど に て お 世話 に な っ て いる 


富士 ゼロ ックス の 秋山 洲 一 さん と , 飲み 仲間 で も ある DIY 匿名 ) さ ん に 全面 的 に ご 協力 いた だ いた . ほん と うに あり が と う ご ざ いま し た . 
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か の モデ ル を 試す スキ ル も 余裕 も あり ませ ん で し た . 
今回 の プロ ジェ クト で は , 新しい 試み を 行う に は 絶好 の 


機会 で ある た め , いろ いろ と 検討 し た 結果 , 統一 プロ セス 
(UP: Unified Process) を 開発 モデ ル に 適用 し て プロ ジェ 
クト 計画 を 策定 する こと で , 合意 に 至り まし た . 
この モデ ル を 適用 し た お も な 理由 は 次 の と お り です. 
e 大 規模 な 開発 と な る た め , 計画 駆動 型 の 開発 モデ ル が 
必要 
e 機構 系 , 回 路 , ソフ トウ ェ ア 全 般 で 新規 開発 の 要素 が 多 
く , 開発 を 進め な が ら 詳細 を 確定 し て いけ る 開発 モデ ル 
が ぶさ わし い 
e プ ロト タイプ を 用 いて アー キテ クチ ャ を 十分 に 検証 する 
必要 が ある 
e 競合 他社 の 動向 を に ら み な が ら , 新 機能 の 取捨 選択 を し 
つつ 開発 を 進め られ る モデ ル に し た い 
と と で 。 オー タ c ヲ ォ ー ル ど 輝 一 回 世 久 に つい で 
簡単 に 説明 し まし ょ う . 
ツラ トウェア 開 6 の イラ アッ サイ クル さぞ で デル 他 し だ 
も の で , も っ と も 古典 的 で 一 般 的 な モデル が , ウォ ー 
タ ・ フ ォ ー ル 型 で す . この モデ ル を 適用 し た 開発 は 図 2 a) 
の よう に 流れ て いき ます .「 要求 定義 」,「 上 位 設 計 」 な ど , 
それ ぞ れ の 過程 は 工程 や フェ ー ズ , ある い は プロ セス と 
呼び ます . ウォ ー タ ・ フ ォ ー ル 型 は 逐次 的 な モデ ル で あ 
り , 原則 と し て プロ セス の 後戻り は 許さ れ ま せん . この 


( a) ウォ ー タ ・ フ ォ ー ル 図 
図 2 開発 プロ セス 
( a) の ウォ ー タ ・ フ ォ ー ル は , シス テム の 開発 手順 を 示す 古典 的 な モデ ル . 水 が 滝 を 流れ 落ち る よう に 開発 を 順に 進め る こと か ら こ の 名 まえ が 付い た . 水 が 逆流 


設計 隊 


た め , 開発 の 初期 で 詳細 な 開発 プロ ジェ クト の 全体 計画 

を 立て る 必要 が あり ます . 

三 駐 。 一 回 選 角 で (ラド ト め 呈 ア 了 内陸 選 角 
を | ユー ザ か ら の 要求 を ソフ トウ ェ ア ・ シ ステ ム に 変換 
する た め に 必要 な 一 連 の 作業 」 と し て いま す . また 単 な 
9026 2 で (SGARS 。 きき SER ツラ トウ アマ シス デ 
ム に 適用 で きる 汎用 的 な プロ セス ・ フ レー ム ワ ー ク と し 
て 定義 され て いま す . 開発 サイ クル と し て は , 図 2 b) 
の よう に 大 きく [「 方 向 付け 」,「 推 鼓 」,「 作成 」,「 移行 」 の 
四 つ の フェ ー ズ で 構成 され ます . 

e 方 向 付け 一 一 製品 に 対す る ニー ズ や シー ズ を も と に 製 
品 の 構想 を まとめ , 企画 を 作り ます 

e 推 需 一 一 製品 の ユー スケ ー ス の 大 半 を 詳細 定義 し て , 
シス テム ・ ア ー キ テク チャ を 設計 し 。 確定 し ます . 

e 作成 E 項 で 定め た アー キテ クチ ャ に 基づい て 実 製 
品 を 実装 し , 構築 し て いき ます . 

e 移行 一 一 製品 が 8 版 の リリ ー ス に 移行 し た 時 点 か ら 始 
まり , リリ ー ス か ら エ ンド ・ ユ ー ザ へ の 展開 と 進ん で 
いき ま すず . 

各 フ ェ ー ズ は さら に 反復 と 呼ば れる 計画 の 最小 単位 に 
分 割 さ れ , それ ぞ れ 要求 , 分 析 , 設計 , 実装 テスト と 
いう 流れ で 作業 を 進め ます . この た め , 反復 ば ミニ プ 
ロジ ェクト 」 と も 呼ば れ ま す . 統一 プロ セス で は 上 記 の 
よう な プロ セス を 適用 する こと で , イン クリ メン タル な 


( b) 統一 プロ セス 図 


し な い の と 同じ く , 基本 的 に 直線 的 に プロ セス が 進む . 後戻り が 起き る と , か な り の 工数 が むだ に な っ て し まう と いう 特徴 を 持つ .( b) の 統一 プロ セス は , プロ 
セス に と ど ま ら ず , さま ざま な ソフ ト ウェ ア ・ シ ステ ム に 適用 で きる 汎用 的 な プロ セス ・ フ レー ム ワ ー ク と し て 定義 され て いる 反復 型 の 開発 モデ ル . 方 向 付け , 
推戴 , 作成 , 移行 の 四 つ の サイ クル を 持ち , 各 サ イク ル を 反復 と 呼ば れる 計画 の 最小 単位 に 分 割 し , 要求 , 分 析 , 設計 , 実装 , テス ト と いう 流れ で 開発 を 行う . 
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( 尊 進 的 な ) 開発 を 可能 と し て いま す . 

2005 年 春 と な り , プロ ジェ クト 計画 も 大 梓 で まとまり , 
いよ いよ 本 格 的 な 開発 フェ ー ズ で ある 方向 付 け フ ェ ー ズ に 
突入 し まし た . プロ ジェ クト 計画 で 定義 し た,「 か も ね ぎ 」 
の ファ ー ス ト ・ リ リー ス に 向け た 開発 スケ ナジ ュー ル は , 以 
下 の と お り で す . 

e 方 向 付け フェ ー ズ : 2005 年 4 月 て 6 且 3 ヵ月 間 ) 


e 推 吉 フ ェ ー ズ : 2005 年 7 月 て 10 上 月 4 ヵ月 間 ) 
e 作成 フェ ー ズ : 2005 年 10 月 ~ 2006 年 5 且 禄 月 間 ) 
e 移行 フェ ー ズ : 2006 年 6 月 て 7 月 1 ヵ月 間 ) 

今回 「 プロ ジェ クト か も ね ぎ 」 チ ー ム 全体 の プロ ジェ ク 
ト ・ マ ネー ジャ ( PM) を 務め る こと に な っ た 自 他 と も に 認 
め る 敏腕 PM の 山中 和俊 は , これ まで 経験 し た 数 々 の 開発 
の 中 で , ソフ トウ ェ ア ・ テ スト を な い が し ろ に し たため, 
さま ざま な 痛い 目 に あっ た こと を 思い 出し な が ら , な ん と 
か で き な い も の か と 思案 し て いま し た . 

そこ で , プロ ダク ト ・ マ ネー ジメント 推進 室 と ほぼ 時 を 
同じ くし て 設立 され た 品質 保証 統括 室 の 大 山 晋 平 に プロ ジ 
ェクト 計画 策定 段階 か ら 相談 し て いた の で し た. 

時 計 の 針 を 巻き 戻す こと 少々 , 2004 年 の 冬 , と ある 居 酒 
屋 で の 会 話 で す . 鴨 な ら ぬ , 普通 び づ ね ぎ ま 」 を 山中 と 大 山 
の 二 人 が ほお ば り な が ら …. 

間 「 大 山 さん . 例 の か も ね ぎ " の 全体 計画 を 今 練っ て 
二 7 いる ん だ けど , 品質 を 何と か 開発 の 早期 か ら 確保 
で きる よう に し た いん で す . 大 山 さ ん と は 過去 の プロ ジェ 
クト で 何かと や りあ っ た 仲 な ん で , ここ は 一 つ 共 同 戦 線 を 
張り ませ ん か 」 

「 それ は いい けれ ど , 開発 部 隊 で だ れ か テス ト ・ フ 

ェ ー ズ の めん どう を 見 れる の ? これ まで 開発 事業 
部 内 に テス ト ・ チ ー ム の 一 つも な い お か げ で , 最終 的 な 製 
品 の テス ト は すべ て うち で めん どう みて いた か ら ね ぇ . う 
ち も サ ポー ト な ら で き る けど , 直接 開発 に 入り 込め る ほど 
人 も 予算 も な いよ . た い へ ん な ん だ か ら も うぅ . ぶつ ぶつ …」 

人 「 う 。 ぞ そもそも テス ト ・ チー ム が な いと 。 今回 の 
加 よう な 開発 規模 だ と 破たん する と 危 ぐ ざし て いる ん 
で す . で , ぼく と し て も 生き が 良く て や る 気 の あ る の を 何 
人 か 集め の て, チーム と し て テス ト し て も ら お うと 考え て る 
ん で す . 大 山 さ ん , リー ダ が で きる くら い テ スト に まじ め 
に 取り 組ん で いる 若い や つ を CEC で 挙げ る と し た ら , だ れ 
が いま すか 」 


「 最近 , 秋田 君 が テ スト の 勉強 を し た いと 言っ て 話 

を 聞き に きた り , 机 の 上 に テス ト ・ マ ネー ジ メ ン 

ト の 本 を 何 冊 か 置い て た けど , 彼 な ん て どう ? 何より 展 気 

も 元気 も ある し , 少々 の こと で は ぶっ 倒れ な さそ うな の が 
テス ト 向き だ と 思う けど 」 

往 な る ほど , 秋田 君 で すか . 確か に 彼 な ら 人 当たり 

も いい し , うま ぐ く 開発 メ ン バ と も 立ち 回 れ そ う で 
す . じゃ , テス ト ・ チ ー ム の リー ダ は 彼 に 決ま り と し て , 
大 山 さ ん , 彼 の サポ ー ト を 除 に 日 な た に お 願い し て も いい 
で すか 」 

を |! それ は いい けれ ど , そっ が PM) も ちゃ ん と フォ 

民 ロー し て よね . そう いえ ば 別 の プロ ジェ クト の と 
きも ぶつ ぶつ …」 

こう し て 秋田 君 に スト ・ チ ー ム ・ リ ー ダ と し て 白羽 の 
矢 が 立っ た の で し た . 

で は , 時 計 の 針 を 2005 年 の 春 ま で 戻し まし ょ う . 

「 さあ , いよ いよ テス ト 計画 だ ! 」 と 張り 切っ て は みた も 
の の , プロ ジェ クト 計画 に は な じみ が あっ て も , テス ト の 
計画 で は 何 を どう 策定 する べき か 今ひとつ ピン と こない 秋 
田 君 で す . いち お う テ スト の 書籍 を 読み な が ら 独学 は し て 
きま し た が , 自信 が 持て る と いう ほど で は あり ませ ん . 

テス ト は プロ ジェ クト と 同じ よう に , まず 計画 し た うえ 
で テス ト 項目 を 設計 し て テス ト を 実施 する と いう サイ クル 
を , テス ト の 管理 を 軸 に 回 し て いく と いう こと は , 何と な 
く 理解 で きま し 図 3). と は いえ , 実際 に テス ト ・ プロ 
セス を 回 す と な る と , それ な り に 知識 と 経験 が な いと 不安 
で す . 今回 , 心強い の は 山中 さん か ら 「 テス ト ・ チーム 運 
営 で わか ら な いこ と が あっ た ら , 何で あれ 品質 保証 統括 室 
の 大 山室 長 に 相談 し て いい よ 」 と 言わ れ て いる こと で し た . 

テス ト ・ プ ロ セ ス の 構築 に 向け て , まず 本 プロ ジェ クト 


図 3 テス ト ・ サ イク ル 
テス ト の ライ フ ・ サ イク ル を , 四 つ の プロ セス で ある テス ト 管理 , テス ト 計 
画 , テス ト 設計 , テス ト 実施 で 表現 し て いる . プロ ジェ クト 管理 の PDCA 
( Plan, Do, Check, Act) で 回 す の と 同じ よう に , テス ト ・ サ イク ル を テス 
ト 管理 を 軸 に 回 し て いく . 
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の テス ト 計画 を 作成 する こと に な り , テス ト 計画 書 そ の も 


の は な じみ の ある プロ ジェ クト 計画 書 を ひな 型 と する こと に 
し まし た . 計画 を まとめ な が ら , わか ら な か っ た り 不安 に 
感じ て いる 箇所 に つい て は , まとめ て 大 山 さ ん に 聞く こと 
に し て , 秋田 君 は テス ト 計画 の 策定 を 進め て いき まし た . 

以下 で は , テス ト ・ チ ー ム の リー ダ で ある 秋田 君 の 疑 
問 や 不安 に 品質 保証 統括 室 の 大 山 さ ん が コメ ント する 形 
で , テス ト 計画 の 問題 を 説明 し て いき ます . 


Q1. テス ト の WBS を どう 定義 する べき か ? 
「 これ まで 開発 部 門 内 の テス ト を 開発 メン バ 各 自 の 
責任 で 実施 し て きた た め , 実機 を 動か す サシ ステ ム ・ 
テス ト 以降 は 品質 保証 統括 室 に お ん ぶ に だ っ こ で し た . ま 
ず は 単体 テス ト か ら 結合 テス ト まで, どん な こと を や っ て 
いる の か , 何人 か の メン バ で WBS work breakdown 
structure) 注 2 を 洗い 出し て みる こと に し まし た . ぼく から 
何人 か の メン バ に お 願い し て , それ ぞ れ の WBS を まとめ 
て メー ル で 連絡 し て ほし いと 依頼 し た ん で す . と ころ が , 
ほとん どの メン バ か ら 返事 が 来 な く て , WBS を まとめ ら 
れ な い 状 況 な ん で す . どう し た も の で し ょ うか 」 

「 WBS を 実際 に 書き 出 そ う と し て , 案外 うま く 書 
氏 き 出せ て な いん じゃ な いか な . ふだん 設計 作業 で 
行っ て いる 構造 化 を 実際 の 作業 に 置き 換え て 表現 すれ ば い 
い だ け な ん だ けど , な ぜ か WBS と いう こと ば に な る と 敷 
居 が 高い と 感じ て し まう 人 も いる よう だ . そん な と き は 
メン バ 全 員 を 集め て , ブレ ー・ 且 グ が プレ スト ) 
形式 で タス ク を すべ て 洗い 出し て か ら 整理 し 直し て , WBS 
と 表現 する と いう 手段 が 使え る よ . 
ポイ ント は , ブレ スト で 現在 行っ て いる 作業 の 構造 は 明 
ら か に で きる けど , その まま だ と WBS と し て は 不 十分 だ 
と いう こと を 理解 し て お く こ と . テス ト ・ プ ロ セ ス で 行う 
作業 全体 を 眺め た うえ で , 最適 な 作業 の 構造 に な る よう に 
メン バ ど うし で 検討 し て みて ほし い . 
注意 点 と し て は , ソフ ト ウェ ア 側 の 作業 だ け で な く , メ 
洲 機構 系 ) や エレ ネ ポ 回 路 ) と リン ク す る 作業 を 明確 に す 
る こと か な . 作業 の 相関 関係 や 作業 の 境界 を わか る よう に 
あこ と で メレ 。 ソ テト ウェ つま り ツ スチ テム 
開発 全体 で 製品 を 評価 で きる よう な WBS を まとめ られ る 
か ら ね . 


(さす 


lE 


注 2: その 名 の と お り 作業 を 構造 的 に 示し た も の で , プロ ジェ クト ・ マ ネー 
ジメント 分 野 の 用 語 . 
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そう そう , ISO 9000 対 応 で 作成 し た 品質 マニ ュ ア ル で 定 
義 し た プロ セス ・ フ ロー と 矛盾 が 発生 する の な ら , 品質 マニ 
ュ ア ル 側 の フォ ロー も 必要 だ か ら チ ェ ッ ク を 忘れ な いよ う 

. た だ , 品質 マニ ュ ア ル が 絶対 な ん じゃ な く て , 良い プロ 
セス と する こと が 大 事 な ん だ か ら , 無理 に 品質 マニ ュ ア ル 
に 合わ せよ うな ん て し ちゃ いけ な いよ . CMMI Capabity 
Maturity Model Integration) で 定義 し た プロ セス が ある と 
同じ よう な 問題 が 起こ る けど , う ぢ CQ 社 ) は まだ CMMI 
に は 取り 組ん で な いん で , と りあ え ず 考慮 し な が く て いい . ま 
ぁ , いっ た ん 作っ た プロ セス に 縛ら れる 必要 は な いよ 」 


Q2. テス ト で 準備 する べき 環境 は ? 

「 テス ト 用 に ハー ド ウェ ア の シミ ュ レ ー タ を 用意 し 
(きたり, 開発 用 の ビル ド と テス ト 用 ビル ド は 分 け て 
構成 管理 で きる よう に する つも り で す が , ほか に 環境 面 で 
昌和 2W20IHO0U1RYMN 

) | 意外 と テス ト 直前 に な っ て 用 意 で き て な く て 慌て 
る の が , 0 例え ば , ハブ や ルー 
タ と いっ た ネッ トワ ー ク 周り の 機材 や ネッ トワ ー ク の アド 
レス 設定 と いっ た こと . イン トラ ネッ ト の 環境 だ か ら , 
LAN の 同軸 ケー ブル が 足り な いな ん て こと も 実際 に あっ た 
な . ケー ブル の 数 は 足り て る ん だ けど 長 さ が 足り な いと か 
ね . ネッ トワ ー ク 周り だ と 最近 の 複合 機 で は セキ ュ リ ティ 
の テス ト も 重要 だ か ら , そう いっ た テス ト も 可能 な 環境 を 
用 意 し な いと まず い だ ろ う ね. 

実機 テス ト の 最 中 に 特定 サイ ズ の 用 紙 が な く な っ て , 紙 
| 

忘れ ず に 十分 に 用 意 し て お か な いと . そう そう , 消耗 品 
人 DP の HP 
ド ・ ベ ンダ の 製品 も 用 意 し て お く 必要 が ある よ . 

それ か ら , 試作 機 の 数 が 足り な いこ と は いつ も 問題 に な 
る な . ハー ド ウェ ア 開 発 側 と よく 連絡 を 取っ て , 試作 機 の 
し あがり タイ ミン グ と テス ト の 実施 が か み 合 う よ う な スケ 
ジュ ー リ ング が 必要 だ よ . ハー ドウ ェ ア の シミ ュ ユ レ ー シ ョ 
ン も 考え て いる よう だ か ら , 実機 と シミ ュ レ ー タ の 使い 分 
け を 効率 良く で きる よう な 配慮 が 必要 だ ね 

そう そう, 笑い 話 じ ゃ な いけ ど 試 作 機 の 数 が そろ っ た の 
は いい けど , 直流 電源 が 足り な く な っ て 秋葉 原 に 走っ た こ 
と も あっ た っ け . くれ ぐれ も 環境 の 準備 を おこた ら な いよ 
に し な いと いけ な いよ . 

テス ト 環境 と し て 用 意 する 必要 が ある も の を , 表 1 に 


表 1 テス ト 環境 と し て 用 意 す る も の 9? 
分 類 


デベ ネト 基 スペ パー タス 呼ば れる こと も ある ) と いっ た テス ト 実施 


開発 者 の 机 , テス ト 用 機材 を 設置 する 棚 . テス ト 担当 者 が テス ト を 実施 する オフ ィ ス や , テス ト 専用 の 部 屋 テス ト ・ ラ ボ と 
用 の スペ ー ス 


ー 講 
MM 電源 装置 ) と いっ た 電源 設備 


テス ト 対象 シス テム に 必要 な 交流 電源 や 直流 電源 , 


停電 対策 の た め の CVCR 電圧 / 周 波数 を 安定 化 さ せ た 電 源 ), UP 無 停電 


ハー ドウ ェ ア ・ テ スト 


環境 試験 装置 温度 や 湿度 を 変動 させ る ), 電波 暗室 , 耐圧 試験 装置 , 衝撃 試験 装置 , 耐久 試験 装置 な ど , ハー ドウ ェ ア の 信頼 
性 に か か わる テス ト を 実施 する た め の 設 備 


テス ト 実施 支援 設備 


話 と いっ た 設備 な ど 
まとめ ます . 


Q3. テス ト の 工数 を 見 積もる と き の 注 意 点 は ? 
「 テス ト の 実施 工数 は , 過去 の 製品 開発 で だ いた い 
見 えて いる の で , それ を 参考 に 見 積もる つも り で 

す が , こう いっ た や り か た を と る と き に 何 か 気 を つけ て お 
く こ と は あり ます か ? 」 

所 「 基本 路線 は , 過去 の デー タ を 参考 に する こと で い 
Gy い . た だ , これ に は 落と し 穴 が あっ て ね . だ いた 
い 見 積もり に は 不 ぐ あいま 3 対応 の 時 間 が 含ま れ て いな いん 
だ . バグ が ゼロ の 製品 な か ん て あり えな いか ら , 見 積もり 段 
階 か ら 不 ぐ あい 対応 の 工数 や 手 戻 り 工数 も 見 込ん で お か な 
いと いけ な い . 

そう そう, 実機 結合 テス ト や シス テム ・ テ スト に 突入 す 
る 前 に テス ト ・ チ ー ム に よる 受け 入れ テス ト 工数 を 確保 し 
て お く と いい . いき な り テ スト に 突入 し て , ハー ド ウェ ア 
の 不 ぐ あい な ん だ か , ソフ ト ウェ ア の 不 ぐ あい な ん だ か わ 
か ら な く て 右往左往 する , な ん て 話 を よく 聞く . そん な こ 
と が な いよ うに , 対象 と な る テス ト ・ フ ェ ー ズ で 確認 する 
基本 機能 に 問題 な いこ と を , 受け 入れ テス ト で 事前 確認 
る よう に し た ら ど うだ ろう . 

それ か ら , 今回 の 製品 に は リ モー ト 課金 用 の 新 機能 が 追加 
され て いる か ら , その テス ト に は ほか の 不 ぐ あい 対応 工数 よ 
り も 多め に , うー ん そう だ な ぁ , これ まで の 傾向 だ と 3 倍 く 
らい 工数 に バッ ファ を 置い て お いた ほう が 無難 だ ろう ね 」 


Q4. テス ト ・ チ ー ム の アサ イン を どう すべ きか ? 
「 今回 テス ト 作業 の 一 部 を 中 国 の 系 列 会 社 に 出す 
いき プ こと で , コス ト を 削減 する と いう 方 針 が で て いま 
す 。 そう いう の を 含め て 人 の アサ イン で 今 の 段階 か ら 気 を 
つけ る こと っ て 何で すか 」 
3、「 中 国 も そう だけど, これ まで パー トナ さん 協 カ 
(ペソ 会社 や 派遣 会 社 か ら 来る 技術 者 を CQ 社 で は こう 呼 


テス ト 実施 の 状況 を 測定 し た り , 記録 する た め の 設 備 な ど を 指す . 音響 測定 機器 や カメ ラ や ビデ オ , 遠隔 テス ト 用 の テレ ビ 電 


ぶ ) に テス ト を お 願い する こと で いろ いろ と 問題 が あっ た 
よ . 例え ば , 実機 評価 を パー ト ナ さ ん 中 心 で 進め て いた 機 
種 の テス ト ・ ノ ウ ハ ウ は その 機種 で し か 通用 し な か っ た り , 
ノウ ハウ が 人 に くっ つい て し まっ て , パー ト ナ さ ん の ある 
技術 者 が いな く な っ ちゃ うと テス ト の 効率 が ぐっ と 落ち て 
し まう こと も あっ た 

そう な ら な いた め に も , テス ト の プロ セス を 標準 化し て 
まとめ る こと に は 意味 が ある ん だ . と くに , 海外 の 会 社 に 
お 願い する 場合, テスト の 進捗 を 直接 確認 で き な い か ら こ 
そ , プロ セス で 管理 し て お か な いと , 何 を テス ト し て いる 
の か , 実際 に テス ト が 進ん で いる の か が 日 本 か ら 見 えな く 
な つて で し まう よ 。 

これ は 山中 さん と も 相談 し て 決め た ん だ けど , プロ ジェ 
クト 計画 全体 や 開発 プロ セス , テス ト ・ プ ロ セ ス と いっ た 
た いせ つ な こ と は 直接 中 国 に 行っ て 説明 する こと に し た . 
も ちろ ん , 秋田 君 に も 同行 し て も ら う よ . プロ セス の 説明 
以外 に も , どう や っ て テス ト の ノウ ハウ を 標準 化し て 文書 
化し た り ト レー ニン グ し て いく か を 検討 し な く て は いけ な 
いと 認識 し て いる ん だ . 

テス ト ・ フ ェ ー ズ を 安易 に パー ト ナ さ ん や オフ ショ ア 先 
で ある 中 国 に 出す と , 製品 評価 の ノウ ハウ が 失わ れ か ね な 
いか ら , この 点 は と て も 重要 だ と 理解 し て お いて ね 」 


Q5. UP で テス ト 計 画 を まとめ る と き の ポ イン ト は ? 
「 これ まで の CQ 社 の 開発 モデ ル は , ウォ ー タ ・ フ 
(XX) 6 

(る プ ォ ー ル 型 で し た か ら , 統一 プロ セス の よう に 尊 進 
的 に 回 し て いく 開発 モデ ル だ と , プロ ジェ クト 初期 段階 で 
どれ だ け テ スト 計画 を 詳細 に 立て て よい か 判断 が 難し いん 
で す . 何 か 目 安 は な いで すか 」 


注 3: 不良 や 欠陥 と 同義 と 思わ れる か も し れ な い . し か し , 不良 や 欠陥 と 表 
現し て し まう と , 作り 手 側 に 表 療 「 か し 」 と 読む . 行為 ・ 物 ・ 権 利 な 
ど に 本 来 あ る べき 要件 や 性 質 が 欠け て いる こと ) 責任 が 発生 する . そ 
うな れ ば , 無償 対応 や リコ ー ル へ と つなが る .「 不 ぐ あい 」 と いう こと 
ば は , あく まで ぞ も ぐあい が 悪い 」 と いう こと で あっ て , 現 導 が ある こ 
と を 認め て いる わけ で は な いと いう 意味 も 持っ て いる 
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「 統一 プロ セス で は , 推 吉 フ ェ ー ズ が 終わ る まで プ 
民 ロダ クト の 全体 像 が 見 えて こない か ら , と くに 作 
成 フ ェ ー ズ 以降 の テス ト の 詳細 を 検討 で き な い の は あたり 
まえ だ と 思う . だ か ら 統一 プロ セス で は , 開発 全体 を 通じ 
た テス ト 戦略 や 方 針 , 大 ま か な ス ケ ジ ュ ー ル な ど は , マス 
タ ・ テス ト 計画 と いう 形 で 表現 する べき だ ろう . マス タ ・ 
テス ト 計画 で , 大 枠 レ ベル で テス ト に 必要 な 人 的 リソー ス 
や スケ ジュ ー ル , コス ト , 環境 な ど を 明らか に し て お いた 
うえ で , 各 フ ェ ー ズ の テス ト 計画 を 作成 する よう に する と 
整理 が し や すく な る か ら な ん だ . 

これ を 文字 どおり に 受け 取れ ば , マス タ ・ テ スト 計画 
の 下位 文書 と し て , 方 向 付け フェ ー ズ ・ テ スト 計画 書 , 推 
疫 フェ ー ズ ・ テ スト 計画 書 , 作成 フェ ー ズ ・ テ スト 計画 書 , 
移行 フェ ー ズ ・ テ スト 計画 書 の 四 つ が 必要 に な っ ちゃ う よ 
ね . た だ , 方 向 付け 段階 は 実機 を 使っ た テス ト と いう より , 
論理 的 な が テスト ( レビ ュー) が 主 と な る か ら , 一 つの 独立 し 
た テス ト 計画 書 を 作成 する 手間 を か ける 必要 は お そら く な 
い だ ろ う . 現実 的 に は , 方 向 付 け フ ェ ー ズ の テス ト 計画 は , 
マス タ ・ テス ト 計画 の 記述 レベ ル で 今回 の 開発 で は 十分 だ 
ろう . 

プロ ジェ クト に せよ テス ト に せよ , 計画 は 1 度 作っ た ら , 
それ で お し まい で は な いと いう こと を 肝 に 銘じ て お く こと. 
今回 の よう に プロ ジェ クト の 早い 段階 か ら 計画 を まとめ る 
の が 大 事 な の は も ちろ ん だ けど , 開発 の 進捗 に 合わ せ て 計 
画 を 適宜 見 直さ な いと , “ 生き た 計画 "と し て 使え な いこ と 
を 決し て 忘れ な いよ うに ね 」 

ほか に も 秋田 君 は 大 山 さ ん に いろ いろ と 相談 し な が ら も , 
何と か マス タ ・ テス ト 計画 の 草案 を まとめ 上 げた の で し た . 
リス ト 1 に , テス ト に か か わる 文書 の 標準 で ある IEEE std 
829-1998 Standard for Software Test Document に 定義 
され て いる テス ト 計画 書 の 項目 を 示し ます . ウォ ー タ ・ 


記 


リス ト 1 

テス ト 計画 書 の 項目 

テス ト 計画 書 の 記載 内 容 の 詳細 を 知り た い 方 
は , 稿 末 の 参考 文 献 を は じ め , テス ト 管理 の 説 
明 の ある 書籍 な ど を 参考 に し て いた だ きた い . 


フォ ー ル で あれ , 統一 プロ セス で あれ , テス ト 計画 書 の 
基本 構造 は 変わ らち な い の で , 参考 に し て くだ さい . 


固 | 折 電 事例 : テス ト 管理 編 


マス タ ・ テ スト 計画 の 草案 を まとめ て か ら , 数 ヵ月 が た 
っ た 2005 年 秋 . 

春 か ら 夏 に か け て 方 向 付 け フ ェ ー ズ が 実施 され , つい に 
「 か も ね ぎ プ ロジ ェクト 」 は 推 フ ェ ー ズ へ と 移行 し まし た . 
シス テム ・ アーキ テク チャ が 徐々 に 明らか に な っ て き て い 
ます . いよ いよ 本 格 的 な テス ト 項目 の 作成 , そし て テス ト 
を 実施 する 段階 に な り ま し た . 

秋田 君 は , 大 山 さ ん の アド バイ ス に 従っ て , フェ ー ズ ご 
と の テス ト 計画 に つい て は 推 哉 フェ ー ズ 以降 の も の を 策定 
し まし た . この 詳細 テス ト 計画 に 基づい て , テス ト 設 氷 テ 
スト 実施 項目 や テス ト 方 法 の 検討 , それ に 基づく テス ト 項 
目 の 作成 ) を 行い まし た . 推 虎 フェ ー ズ も 2 回 目 の 反復 に 
入り ,「 か も ね ぎ 」 の アー キテ クチ ャ を 検証 する た め に , シ 
ミュ レー ショ ン ・ モ デル を 使っ た テス ト が 始ま り ま し た . 

本 格 的 な テス ト が 始ま っ て か ら と いう も の , 秋田 君 は テ 
スト ・ チ ー ム を マネ ー ジ メン ト し て る ん だ と いう 実感 が 日 々 
強まっ つて きま す . その よう な 中 , テス ト ・ チ ー ム の マネ ー 
ジメント に つい て , 秋田 君 は 大 山 さ ん に アド バイ ス を 求め 
で て ゆま し た 。 


Q6. どう な っ て いれ ば テス ト は 順調 ? 
「 今 は と りあ え ず テス ト の 実施 項目 数 を 見 て , 計画 
( き プ し た 定 消化 項目 数 と 比較 する こと で 進捗 を 把握 
する よう に し て いま す が , どう も これ だ け だ と 不安 な ん で 
す . と いう の も , 同じ 数 の テス ト 項目 を 消化 し た と し て も 
不 ぐ あい の 出 方 し だ いで , 順調 か そう で な いか , 何と な く 


Test plan identifier[ テス ト 計画 書 文書 番号 ] 
Tntroduotion[ 序文 ] 

Test items[ テス ト ・ ア イ テ ム ] 

Features to be testeqg[ テス ト 対象 機能 ] 
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Approach[ アプ ロー チ ] 
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Suspension criteria and resumption requirements[ テス ト 中 止 基準 と テス ト 再開 要件 ] 
Test de1iverab1es[ テス ト 成果 物 ] 
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違う よう に 感じ て いま す . テス ト 項目 の 進捗 管理 に つい て , 
世間 一 般 で は どの よう な や りか た を し て いる ん で すか 」 
所 「 不 ぐ あい の 出 か た で , 順調 か どう か 違っ て くる と 
氏 思っ た 秋田 君 の 感覚 は 正しい . いや , それ を 聞い 
て 秋田 者 に テス ト ・ チ ー ム を 引き 受け て も ら っ て よかっ た 
と 思っ た よ . 世間 一 般 と いう か , 日 本 の ソフ ト ウェア の 品 
質 管理 の 世界 で ば 管理 図 』 と いう も の を 使っ て いる ん だ . 
バグ 管理 図 と か フォ ー ル ト 摘出 状況 管理 図 と も 呼ば れ て い 
る けど ね 図 4). 

要素 項目 と し て は , 計画 時 の 目標 値 と し ず テス ト ・ ケ 
ー ス 予定 消化 数 』 と 『 不具 合 検出 推定 数 』 が あっ て , それ か 
ら テ スト 実施 フェ ー ズ に な っ て か ら の 実績 値 と し ず テス 
ト ・ ケース 実施 数 』 と 不具 合 検出 実績 数 』 が ある . テス ト ・ 
ケー ス 予 定 消化 数 と テス ト ・ ケ ー ス 実施 数 は 残り の テス ト 
項目 数 が 時 間 軸 に 対し て いく つ あ る か の 予定 と 実績 を 表現 
し た も の だ か ら , 基本 的 に は 右 肩 下がり の グラ フ に な る . 
不 ぐ あい 検出 推定 数 と 不 ぐ あい 検出 実績 数 は テス ト に よっ 
て 検出 し た 不 ぐ あい の 数 , つま り バグ 報告 票 障害 レポ ー 
ト や 問題 処理 票 な ど , 呼び か た は 企業 や 組織 こよ りさ ま ざ 
ま ) の 数 を 表現 し て いる か ら , 右 肩 上 が り に な る . 

そう いえ ば , バグ の 数 が どう し て あら か じ め わ か っ て い 
る ん だ と 疑問 に 思う か も し れ な いね . 過去 の シス テム 開発 
の 実績 か ら だ いた い の と ころ を 予測 する 場合 も ある し , 信 
頼 度 成長 曲線 と いう モデ ル を 使っ て , ある 程度 不 ぐ あい が 
出 た と ころ で , 残り の 不 ぐ あい の 数 を 推定 する と いう 方 法 
も ある . 

じゃ あ , 管理 図 の 基本 的 な 見 か た と し て , 四 つ の パタ ー 
ン を 紹介 し て お こう 」 


・ ケース 消化 実績 数 図 
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図 4 管理 図 


開発 中 の プロ ダク ト の 品質 を 可視 化す る 道具 で ある . 計画 時 の 目標 値 で ある 

「 テス ト ・ ケ ー ス 予定 消化 数 」 と 「 不具 合 検出 推定 数 」, テ スト 実施 時 の 実績 
値 で ある 「 テス ト ・ ケ ー ス 実施 数 」 と 「 不具 合 検出 実績 数 」 の 四 つ の 要素 項目 
を 持つ . 中 規模 か ら 大 規模 の 開発 で 用 いら れ て お り , メー カ 系 の 品質 保証 部 
門 で よく 使わ れ て いる . 


ここ で は 図 4 の 管理 図 の 使い か た に つい て 説明 し ます . 
管理 図 は 一 般 に , 図 5 の よう な いく つか の パタ ー ン を 示 
し 説 全 。 

1) 順調 

図 & a) で は テス ト 消化 が 予定 どおり で , 不 ぐ あい も 
予測 どおり に な っ て いま す . 

2) リソー ス 不 足 

図 & b) で は テス ト 消化 が 停滞 し て いて , 不 ぐ あい も 
見 つけ られ て いま せん . 理由 は 二 つ 考 えら れ ま す . 一 つ 
目 は ,。 テス ド を 実施 で きる エン ジニ ア の 不足 で す 。 単に 
人 数 が 足り な い だ け か も し れ ま せん し , スキ ル が 不 十分 
な 場合 も あり ます . 二 つ 目 は , テス ト 環境 に 問題 が ある 
ケー ス で す . テス ト 用 の 試作 機 が 足り な か っ た り , 開発 
環境 と テス ト 環境 を 共用 し て いる と , テス ト の た め に 十 
分 な 設備 が 確保 で き な く な り が ち で す . 

3) 前 工程 に 問題 あり 

図 & c) で は テス ト 消化 が 停滞 し て いま す が , 不 ぐ あい 
は 出 続け て いま す . これ は , 前 工程 で の 作り 込み が 不 十 
分 な 状況 で す . 不 ぐ あい が 残っ た まま , テス ト に 移行 し 
た と 考え られ ます . テス ト を 続行 し て も 意味 が な い ど こ 
ろか , や みく も に テス ト の リソー ス を 浪費 する だ け か も 
し れ ま せん .。 こう いっ た 状況 で は ,。 い っ た ん 前 の プロ セ 
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( a) パタ ー ン 1: 順調 較 


( b) パタ ー ン 2: リソー ス 不 足 較 


( c) パタ ー ン 3: 前 工程 に 問題 あり 凶 ( 9) パタ ー ン 4: テス ト 項目 が 的 外れ 
図 5 管理 図 の 使い か た 

( a) は テス ト 消化 が 予定 どおり で , 不 ぐ あい も 予測 どおり の 状態 . 順調 に テス 
ト が 進捗 し て いる . ( b) は テス ト 消化 が 停滞 し て いて , 不 ぐ あい も 見 つけ られ 
て いな い 状 態 . テス ト へ の リソー ス が 不足 し て いる . ( c) は テス ト 消化 が 停滞 
し て いる が , 不 ぐ あい は 出 続け て いる 状態. 前 工程 に 問題 が ある .( d) は テス 
ト 消化 は 予定 どおり か 前 倒し だ が , 不 ぐ あい が 見 つけ られ な い 状 態 . テス ト 項 
目 が 効果 的 に 不 ぐ あい を 摘出 で き な い 質 で ある こと が ほとん ど . 
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ス で ある 設計 段階 に 差し 戻す 決断 が 必要 と な る で し ょ う . 
4) テス ト 項目 が 的 外れ 

図 @ d) で は テス ト 消化 は 予定 どおり か 前 倒し で す が , 
不 ぐ あい が 見 つけ られ ませ ん . 一 般 的 に は テス ト 設計 を 
行っ た エン ジニ ア の スキ ル が 低く て, 的 外れ な テス ト ・ 


ケー ス で ある た め に 不 ぐ あい が 見 つか ら な い 状 況 を 表し 
て いま す . また , 単に 数 稼ぎ に し か な ら な い テ スト 項目 
数 の 数 え か た を し て いる と , 一 つの テス ト 項目 の 確認 ポ 
イン ト その も の が あま り 意味 を な さ な い た め , 不 ぐ あい 
の 潜む 確率 は 当然 低く な り ま す . 例え ば 1 100 の 入力 
に 対す る 処理 を テス ト する の に 境界 値 分 析 を 行わ ず , 1 
て 100 の すべ て の 入力 を 確認 する 項目 を 作成 し た よう な 
場合 で す . と は いえ , テス ト 項目 の 事前 レビ ュー が 十分 
な 優秀 な 組織 で あれ ば , 設計 品質 が 良好 だ か ら こ そ , テ 
スト し て も 不 ぐ あい が 出 な いと いう こと は あり ます . 
「 実際 に は シス テム 開発 で ほか の 背景 な ん か も 考慮 
= ミソ し な く て は な ら な いか ら , ステ レオ タイ プ 的 に 紹 
介し た 見 か た が 使え る と は 限ら な い . 管理 図 は あく まで も 
テス ト 進捗 を 管理 する た め の 道 具 だ と いう こと を 忘れ な い 
よう に し て ほし い . 管理 する た め の 道 具 だ か ら , 問題 パタ 
ー ン が 発生 し た と き に 対策 が 打 て な いと 意味 が な いか ら ね . 
例え ば , テス ト で 不 ぐ あい が 思っ た ほど 出 な い の な ら , 
テス ト 項目 を 再 設計 し て 項目 その も の を 充実 させ る と か , 
具体 的 な 対策 に つなげ る よう に 使わ な いと いけ な いん だ よ 」 


Q7. チー ム ・ メ ン バ の メン タリ ング は どう する ? 
「 今 の と ころ 3 人 の エン ジニ ア に テス ト ・ チ ー ム 専 
任 メ ン バ と し て が ん ば っ て も ら っ て ます . た だ , も 
と も と 実装 を や り た が っ て いた エン ジニ ア な の で , どう や 
っ て この まま テス ト に 対す る モチ ベー ショ ン を 維持 し た り , 
高め る た め の メ ンタ リン グ を すれ ば いい の か , 最近 , 悩ん 
で る ん で す 」 
「 テス ト に 限っ た 話 で は な いん だ けど , メン タリ ン 
グ と いう こと ば で 大 上 段 に 構え る 必要 は な いん じ 
や ゃ な いか な . まず は 毎日 きち ん と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取 
る こと が 大 事 だ よ . と に か く 顔 を 合わ せ て 話す 機会 を 設け 
な いと . 毎朝 時 間 を 決め て , 10 分 程度 で いい か ら 全員 の 作 


注 4: テス ト に 関す る 情報 の 総合 ポー タル ・ サ イト で , TEF の 主宰 者 で ある 
電気 通信 大 学 の 西 康 晴氏 に より 運営 され て いる . http://www.swtestjp/ 


注 5: 次 回 は 2006 年 1 月 30 日, 31 日 の 2 日 間 , 東京 都 千 代 町 の 都 
市 セン ター ホテ ル に で JaSST'06 in Tokyo」 と し て 開催 さ れ 5. http: 
//wwwjasstjp/ を 参照 . 
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業 状況 や 昨日 見 つけ た 重要 な バグ の 紹介 , テス ト 和 
材 に つい て の 注意 点 例え ば , 午前 中 は 機器 構成 を 変 
ほし く な いと か , デー タ 設定 を ご そっ と MPMNN けど , 
ほか の テス ト 実施 に 問題 な いか どう か を 事前 確認 する な ど , 
ほか の メン バ に 影響 する こと ) を 話し 合う こと か ら 始め て 
みて は どう だ ろう . ちな み に , 工場 の 現場 な ど で は TBM 
( tool box meeting : 道具 箱 の 前 で 行う ミー ティ ング と い 
うこ と か ら , この 名 が 付い た ) と いっ て , 毎朝 チー ム ・ メ 
ン バ が コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取っ て いる ん だ . 
テス ト の ベテラン と いっ し ょ に し ご と を し て みる の も い 
こと だ . いわ ゆる OJT on the job training) で テス ト の 
プロ の 技 を 伝授 で きれ ば いい ん だ けど , われ われ の よう に 
テス ト ・ チ ー ム が 立ち 上 が っ た ば か り だ と , それ も 難し い . 
だ と する と , テス ト に か か わる 技術 者 の コミ ュ ニ ティ に 入 
っ て みる と か , イベ ント に 出かけ て 外部 の 知見 を 得る 機会 
を 増やす と ころ か ら 始め る と いい よ 」 
国内 の テス ト の コミ ュ ニ ティ に ば ソフ トウ ェ ア テ ス 
ト 技術 者 交流 会 TEF : Testing Engineer's Forum)」 が あ 
り ま す 注 4 メー リン グ ・ リ スト を 主たる 活動 の 場 と し て , 
1.000 人 を 超え る テス ト ( MM 
て いま す . この TEF メ ン バ で 構成 され る 実行 委員 会 に 
ぬ 。! ツラ トウ アデ スト ドジ シン が ジウ ム 38 JeSSUI ら いう 
ソイ パンド も あの ありま 310 


Q8. バク 調査 で メカ / エ レキ 技術 者 と うま く や る に は ? 
上 議 、「 今 の 推 肖 フェ ー ズ の テス ト で は , シミ ュ レ ー タ 上 
の プリ ンタ や ヤス キャ ナラ ァ アク シミ リ の の パード ・ 
ドラ イ バ や コン ト ロー ラ 部 の アー キテ クチ ャ の 妥当 性 を 確 
認 し て いま す . 何 か 問 題 が 見 つか っ た と し て も , ソフ トウ 
ェ ア の 開発 部 門 が 単独 で 調べ れ ば よい 状況 で す . で すか ら 
不 ぐ あい 調査 は 今 の と ころ , わり と スム ー ズ に 進ん で ます . 
これ か ら 作 成 フ ェ ー ズ に 移行 し て , 実機 に ソフ トウ ェ ア 
を 搭載 する 実機 結合 テス ト に 突入 する と , 不 ぐ あい 調査 で 
メカ や エレ キ の エン ジニ ア と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を うま 
く 取る 必要 が ある と 思っ て ます . そう し な いと , 過去 の 経 
験 上 , 不 ぐ あい の 1 次 調査 で ソフ トウ ェ ア と ハー ド ウェ ア 
の 原因 の 切り 分 けが うま くい か な いと 感じ て いる か ら で す . 
けっ こう 時 間 も か か り ま すし , コミ ュ ニ ケー ショ ン が うま 
くい か な いと , ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア で 不 ぐ あい 調 
査 の 押し 付け 合い の よう に な る こと も あり ます か ら . 
今回 の 開発 の よう パ テス ト ・ チー ム 』 が で きた と な る と , 


不 ぐ あい 調査 と 名 が 付く 作業 な ら 何で も か ん で も テス ト ・ 
チー ム に 押し 付け られ そう な いや な 予感 も あり ます . 

コミ ュ ニ ケー ショ ン の コツ や 気 を 付け た ほう が よい こと 
は あり ます か 」 


所 「 メカ や エレ キ の エン ジニ ア と の コミ ュ ニ ケー ショ 
居 ン だ けど , コミ ュ ニ ケー ショ ン の 大 前 提 と し て , 相 
手 の こ と ば を 理解 する と いう の が ある . “ 技術 者 "と いう 人 
種 ば ぱ ば こい つ は , この 技術 に 明る く な いな 』 と 思っ た と た 
ん , 相手 に し な く な る 傾向 が ある . テス ト する エン ジニ ア 
は , 最低 限 , メカ や エレ キ に か か わる 不 ぐあい 報告 書 に 書 
いて ある ハー ド ウェ ア 側 の 原因 や 修正 内 容 の 概要 が 理解 で 
きる だ け の 知識 を 身 に つけ て お いて ほし い 、. 

複合 機 の 世界 だ と , 単体 機能 コピ ー, プリ ンタ , スキ 
ャ ナ ) は 機能 どおり に 動い て も , 複合 する と お か し な 動作 
に な る こと が よく ある . 複合 動作 する 機能 の と り ま と め は 
コン ト ロー ラ 部 , つま り ソ フト ウェ ア で 行っ て いる ん だ け 
ど , ハー ドウ ェ ア を どう いっ た し く み で コン ト ロー ラ 部 が 
制御 し て いる の か , と いう 『 か らく り 』 へ の 理解 が な いと , 
不 ぐ あいの メカ ニズム が 見 えて こない ん だ . 

テス ト ・ エ ンジ ニア は 不 ぐ あい の に お い を か ぎ 分 ける 
順 覚 が 必要 だ し , それ が ある か ら こ そ 存 在 感 を 示せ る ん 
だ . その 嘆 覚 を 養う た め に は ,『 組み 込み シス テム 』 が メ 
カカ ・ エ レキ ・ ソ フト 全体 を ひっ くる め て , どう いっ た し く 
み で 動い て いる の か , きち ん と 理解 で きる よう に 知識 と 経 
験 を 身 に 付け な いと いけ な い . 

そう いっ た 意味 で , テス タ に 始ま り , オシ ロス コー プ や 
ディ ジタル ・ ハ イコ ー ダ と か , 必要 に 応じ て 計測 器 を 使い 
こなす 技術 も テス ト ・ エ ンジ ニア に は 求め られ る と 思う よ . 
計測 器 が 扱え な いと , そもそも 不 ぐ あい の 切り 分 け す ら 難 
し いこ と が ある か ら ね . 計測 器 の 使い か た , その と き の 注 
意 点 や コツ な ど , 実際 に 学ぶ べき こと も 多い よ . も し 使い 
か た が わか ら な か っ た り , 難し か っ た と し て も , メカ や エ 
レキ の エン ジニ ア と うま く コ ミュ ニケ ーション が 取れ れ ぱ ば , 
いろ いろ と 教え て くれ る と 思う . 

繰り 返す よう だ けど , メカ や エレ キ の 設計 経験 が な いか 
ら テ スト ・ エ ンジ ニア に 何 を いっ て も むだ だ ろう , な ど と 
思わ れ な いよ うに , 相手 の こと ば を 理解 し て , か つ 相 手 を 
尊重 する 付き 合い が で きる と いい ね . これ は , 開発 部 門 の 
中 で も 同じ で , 開発 者 と テス ト ・ チ ー ム の 関係 に も 通じ る 
こと な ん だ 」 


Q9. テス ト 結 果 の 記録 は どう や る の ? 

ee これ まで テス ト 結果 の 記録 と いえ ば , Excel で ま 

と め た テス ト 項目 の 一 覧 表 に テス ト 結果 OK/NG, 

担当 者 名 , 日 付 』 と いっ た 項目 と し て 残す くら いし か 人 行っ 
て な か っ た ん で すけ ど , テス ト ・ チ ー ム と いう か ら に は も 
っ と シス テマ ティ ッ ク に 記録 し な いと いけ な い の で は , と 
考え て いま す . 実際 ., どこ まで 記録 を 残し た ほう が いい ん 
で し ょ うか 」 

「 何 の た め に テス ト 結果 を 記録 する の か , だ ね . つ 

まり , テス ト の 目的 に よっ て テス ト 記録 に 残す べ 

きこ と は 変わ っ て くる . テス ト の 目的 と ひと 口 に 言っ て も 
いろ いろ と あっ て , 例え ば 不 ぐ あい を 見 つけ た く て テス 
ト す る 』 と いう 場合 も あれ ば ,『 テス ト に よっ て 動作 に 問題 
が な いこ と を 証明 し た く て テス ト する 』 と いう 場合 も ある . 
また ,『 性 能 や メモ リ , ディ スク 領域 な どの シス テム ・ リ 
ソー ス の 使用 状況 が 要求 仕様 を 満た し て いる か どう か を 証 
明 し た く て テス ト する 』 と いう こと も ある . 

まず , 不 ぐ あい を 見 つけ た く て テス ト する こと を 考え て 
みよ う . 不 ぐ あい を 見 つけ た と き , その 不 ぐ あい を 再現 で 
きる よう に テス ト を 実行 し た 記録 が 取れ て いな いと 意味 が 
な い . だ か ら , テス ト を 開始 する 前 に ,『 不 ぐ あい 調査 』 の 
た め の 手 段 を し っ か り と 整え て お く 必要 が ある . 

テス ト の 手順 は テス ト 項目 に 記載 され て いる か ら , 操作 
の 流れ は 再現 で きる . けれ ど , 実際 どう いっ た タイ ミン グ 
で , どう いっ た デー タ の 組み 合わ せ に お いて 操作 を し た の 
か , テス ト 対象 以外 の 機能 の 状態 が どう だ っ た の か まで は 
記録 が 残せ て いな いこ と が 多い ん じゃ な いか な 、. 

じゃ あ , 記録 を 残す た め に は 何 が 必要 か と いう こと に な 
る . どう いっ た 操作 を し た の か , タイ ム ・ ス タン プ を 含め 
て 記録 する し くみ を 整え た り , 前 後 の デ ー タ 設定 や 機能 の 
状態 を 自動 的 に ダン プ す る テス ト 用 アプ リケーション を 用 
意 し た り する 必要 が ある . 計測 器 を 使う こと が あれ ば , ツ 
ー ル ・ ベ ンダ が 提供 する ソフ トウ ェ ア ・ ツ ー ル を 導入 し た 
り , 自分 た ち で アプ リケーション を 作る こと だ っ て ある だ 
ろう . これ だ け の こと を や ろう と 思う と , けっ こう 時 間 も 
コス ト も か か る し , 習熟 する た め の ト レー ニン グ 時 間 や ツ 
ー ル の セッ ト アッ プ , 保守 な ん か も どう する か , 検討 が 必 
要 に な る . 

また , せっ か く 採取 し た テス ト の 記録 を , テス ト 結果 と 
し て どう や っ て 保存 する の か と いう 問題 も ある . テス ト 用 
リポ ジ ト リ と し て の 手段 も 準備 し て お か な いと , 結局 , 記 


Design Wave Magozine 2006February 55 


録 は 取り っ ぱな し に な っ て , いざ 不 ぐ あい が 見 つか っ て, 
ほか の テス ト 結果 を 含め た 解析 が 必要 に な っ た と き に ,『 あ 
の デー タ が 足り な い 』 と が 記録 が 見 つか ら な い 』 な ん て い 
う 騒ぎ が 起き て し まう ん だ . だ か ら こ そ , テス ト 計画 の 段 
階 か ら , テス ト 環境 を し っ か り と 考え て お か な く て は いけ 
な いん だ よ . 

次 に , テス ト に よっ て 動作 に 問題 が な いこ と を 証明 し た 
い の な ら , どう いっ た 想定 条件 の も と で テス ト を 実施 し た 
か を テス ト 項目 や 記録 に 残し て いる か が ポイ ント に な る . 
出荷 し て か ら 不 ぐ あい が 見 つか っ て ,『 テス ト で 動作 確認 
を 行っ た こと に な っ て いる の に , 不 ぐ あい が 見 つか っ た 』 
と な る と , ほか の テス ト 結果 に つい て も , その 信頼 性 が 疑 
われ て し まう か ら ね . だ か ら こ そ , そう な ら な いた め の し 
くみ 作り が た いせ つ に な る ん だ . これ は テス ト 項目 と , テ 
スト 手順 や 判定 内 容 を 記載 し た テス ト ・ ケ ー ス の よう な ド 
キュ メン ト に し か 結果 を 残せ て いな い 場 合 の 問題 と 言い 換 
える こと が で きる . 

と は いえ , テス ト 前 後 の 状況 を すべ て ド キュ メン ト で あ 
ら か じ め 準 備 す る と いう の も 現実 的 に は 無理 が ある . 不 ぐ 
あい を 見 つけ る た め の テ スト と 同じ よう に , で きる だ け 自 
動 的 に テス ト 結果 を 残す く ふ う も し て ほし い . も ちろ ん , 
状態 乱 移 表 や ディ シ ジ ョ ン ・ テ ー ブ ル を 使っ て , で きる 限 
り テス ト の 条件 を 論理 的 に 表現 する く ふ う は , テス ト ・ ケ 
ー ス を 作成 する と き に 行っ て いる こと が 前 提 だ . 

三 つ 目 の 要 求 仕様 を 満た し て いる か どう か を 証明 する た 
め の テ スト だ けど , これ が けっ こう くせ 者 だ . 要求 仕様 を 
満た し て いる か どう か , 計測 器 を つなげ た り , 動作 を ソフ 
トウ ェ ア で トレ ー ス し て ダン プ し た り し て 測る わけ だ けど 
測る こと に よっ て 本 来 の 性 能 が 出 な く な る こと が ある ん だ . 

例え ば , ダン プ を 取る た め に 特別 な が アプ リケーション を 
作っ た と する . その アプ リケーション が 計測 対象 の シス テ 
ム の CPU や メモ リ ・ リ ソー ス を 大 きく 占有 し て し まう な ん 
て こと は 実は よく ある こと だ . ウォ ー ム アッ プ か ら コ ピ 
ー・ レ ディ まで の 時 間 を 単純 に 測る だ け な ら , スト ッ プ ・ 
ウォ ッ チ が あれ ば 事足り る . で も , 内 部 の 状態 遷移 も 含め 
て 性 能 が 出 て いる か どう か を 測る 場合 に は , どう し て も 内 
部 処理 を 観察 する た め の ソ フト ウェ ア ・ ト レー ス な どの 手 
段 が 必要 に な る . 

こう いっ た 場合 , あら か じ め ソ フト ウェア ・ ト レー ス な 
し で , 例え ば スト ッ プ ・ ウ ォ ッ チ で 実測 値 を 調べ て お いて 
か ら , 次 に ソフ トウ ェ ア ・ ト レー ス を 起動 し て 実測 値 と 比 
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較 す る こと で , トレ ー ス に よる 影響 が 出 て いな いか どう か 
を チェ ッ ク で きる よう に し て お く べき だ ろう . 
計測 器 を つない で デー タ を 和 観測 し よう と する と , 回 路 構 
成 が 変わ っ て , 計測 値 が 本 来 と は 異な る 結果 に な る こと も 
る . 性 能 を 測る と き は , 記録 の 六 当 性 を 確保 で きる よう , 
あら か じ め 十 分 に 検討 し て お か な いと , 結果 を の も の が 信 
用 で き な く な る こと を 忘れ な いよ うに 」 


Q10. バグ の 調査 は どこ まで や れ ば いい の ? 

議 、| テス ト で バグ を 見 つけ た と き に 悩ま し い の は , ど 
こま で 調査 を 実施 する か だ と 最近 感じ て いま す . 同 
じ よ うな 不 ぐ あい が 出る こと が わか っ て いる 場合 , 不 ぐ あ 
い の バ リ エー ショ ン の 調査 を 一 生 懸 命 実施 する メン バ も い 
る の で す が , その せい で テス ト の 進捗 が 滞っ て し まう こと 
が 気がかり な ん で す 」 

后 ) | 確か に , 同じ よう な 不 ぐ あい の 事象 で も バリ エー 
7 ショ ン が た くさ ん ある と , どこ まで テス ト ・ チ ー 
ム で 調査 すれ ば よい か 悩む と ころ だ . チー ム ・ リ ー ダ の 責 
務 と し て は , 見 つか っ た 不 ぐ あい が シス テム に 与え る 深刻 
度 や テス ト の 進捗 へ の 影響 度 か ら , どれ くら い 調 査 に 時 間 
を 割 い て よい か の 基準 を メン バ に 示す べき だ ろう . 

考え か た と し て は , 今 の 推 フ ェ ー ズ だ と テス ト 進捗 へ 

の 影響 より , その 不 ぐ あい が アー キテ クチ ャ に 対し て どの 
くら い 問 題 に な りえ る か と いう 深刻 度 の ほう に 重き を 置く 
べき だ と 思う よ . どれ だ け 不 ぐあい 調査 を する か の 基準 に 
深刻 度 を 使う の な ら , テス ト ・ メ ン バ が 不 ぐ あい を 見 つけ 
た と きい ば 重大 , 中 度 , 軽度 』 と 判断 し た 3 段階 の それ ぞ れ 
に 対し て , どれ だ け 不 ぐ あい の 1 次 調査 に 時 間 を 割く べき 
か の 基準 上 限 値 ) を 示す よう に する ん だ . 例え ば , 重大 は 
4 時 間 , 中 度 は 2 時 間 , 軽度 は 1 時 間 と いっ た よう に ね . 忘 
れ ち ゃ いけ な い の は , この 1 次 調査 を 終え を て か ら , さら に 
バグ 管理 票 を 起 票 する た め の デ ー タ の 整理 だ と か , 起 票 作 
業 に も 時 間 が か か る こと だ . 

次 に , 不 ぐ あい に バリ エー ショ ン が ある と き の 調 査 の 線 
引き に つい て 少し 説明 し よう . バグ 管理 票 の 基本 は ,『 1 件 
の バグ 管理 票 に は 一 つの 不 ぐ あい を 書く 』 と いう こと な ん だ 
けど , それ を 可能 と する た め に は 不 ぐ あい が 発生 する メカ 
ニズム を ある 程度 つか ん で お か な く て は な ら な いん だが 図 6). 

不 ぐ あい と ひと 口 に 言っ て も 因果 関係 が あっ て , この 図 
で 説明 する と , 故障 と ぱぱ ソフ トウ ェ ア が 期待 どおり に 動 
作 し な い 現 象 』 を 指す . この 故障 の 原因 と な る の が 欠陥 で , 
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プロ グラ ム 内 の 欠陥 や 誤り が 元 と な る . 欠陥 の 元 に な る の 
が エラ ー で , 実装 時 の 誤植 や 仕様 の 読み 違え , 入力 ミス な 
ど が その 原因 に な る と いっ た 関係 が ある . 

例え ば , 紙切れ や ジャ ム な どの 異常 が 検出 され て な く て, 
『 コピ ー 可 能 』 状 態 に ちか か わら ず , コピ ビー 用紙 を セッ ト し 
て コピ ー・ ボ タン を 押し て も コピ ー で き な け れ ば , 故障 と 
いう こと に な る . 原因 と し て は , 本 来 紙 切れ な どの 異常 な 
状態 で ある の に , 異常 状態 を 検出 で き て いな いと いう 欠陥 
が ある の か も し れ な い . この 異常 状態 を 検出 で き な い の は , 
プロ グラ ム で 異常 状態 を 判定 する アル ゴリ ズム 部 に 記述 ミ 
ス , つま り エ ラー が ある か ら か も し れ な い . こう いっ た よ 
うに , か な ら ず 因果 関係 が ある は ず な ん だ . 

テス ト で 不 ぐ あい を 見 つけ た と き , その 不 ぐ あい と いう 
事象 に どん な 因果 関係 が ある の か を 意識 し た うえ で 調査 し 
な いと , や みく も な 調査 と な っ て し まう し , 結果 と し て 
1 件 の バグ 管理 票 に 複数 の 故障 や 欠陥 が 記述 され て し まう 
こと に も な りか ね な いん だ 」 


秋田 君 と 大 山 さ ん の や り と り の 紹介 は これ まで と な り ま 

す . ここ まで 紹介 し た テス ト 計画 で 五 つ , テス ト 管理 で 五 
つ , 合計 10 の 問題 と その 解決 案 は , 現実 に 起き うる こと の 
ほん の わずか な 例 に 過ぎ ませ ん . 
ほ 者 と し て は , 本 記事 を 通し て , ソフ トウ ェ ア 開 発 に お 
ける テス ト と は , 単に ソフ トウ ェ ア や シス テム の 動作 確認 
に と ど ま る も の で は な く , 体系 的 に 品質 を 評価 し て 保証 す 
る た め に 実施 する プロ セス で ある こと を 少し で も 理解 し て 
いた だ けれ ば 幸い で す . 
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図 6 不 ぐ あい が 発生 する メカ ニ ズ バ 9) 

不 ぐ あい の 発生 メカ ニズム を 故障 , 欠陥 , エラ ー の 三 つ の 従属 関係 で 表わし て 
いる . 故障 群 ソフ ト ウェア が 期待 どおり に 動作 し な い 現 象 」 と し た 場合 , 故障 
の 原因 が 欠陥 で あり , その 元 が エラ ー と な る . 故障 は 単独 の 欠陥 や エラ ー の み 
で 引き 起こ され る の で は な く , それ ぞ れ の 組み 合わ せ に より 故障 に つなが る こ 
と の ほう が 多い . 
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ア ・ テ スト の 経験 を 生か し , ソフ トウ ェ ア ・ テ スト を 中 心 に ソフ トウ 
ェ ア 品 質 改善 全般 の コン サル ティ ング 活動 に 従事 . 著書 ば ステ ッ プ 
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